
は
じ
め
に

　

２
０
０
４
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
認
証
評
価
制
度
は
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
の
第
３
期
認
証
評
価
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
新
た

な
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

大
学
基
準
協
会
（
以
後
、
本
協
会
）
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
評
価
基
準
の
改
定
を
含
む
大
学
評
価
シ

ス
テ
ム
の
改
革
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
６
年
４
月
に

「
大
学
基
準
及
び
そ
の
解
説
」（
以
後
、
大
学
基
準
）
お
よ
び
「
点

検・

評
価
項
目
」
の
改
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
年
10
月
に
は
大

学
評
価
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
各
大
学
に
対
し
て
新
大
学
評

価
シ
ス
テ
ム
の
概
要
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
新
大
学
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
背
景
、
新
シ
ス

テ
ム
の
概
要
と
そ
の
狙
い
、
新
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
特
に
重
視
す

る
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
概
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

１　
新
大
学
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
背
景

　

本
協
会
は
、
２
０
１
１
年
度
の
第
２
期
認
証
評
価
か
ら
各
大
学

の
内
部
質
保
証
を
重
視
す
る
こ
と
と
し
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
そ
の
有
効
性
を
評
価
の
対
象
と
し
た
。
内
部
質
保
証
に

つ
い
て
は
、
本
協
会
が
発
行
し
た
『
大
学
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

に
お
い
て
そ
の
定
義
を
明
ら
か
に
し
、
単
に
自
己
点
検・

評
価
の

充
実
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
て
大
学

教
育
の
質
の
向
上
、
質
の
保
証
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
２
期
が
開
始
さ
れ
た
時
、
内
部
質
保
証

に
対
す
る
大
学
側
の
理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
２

０
１
１
～
２
０
１
５
年
度
の
５
年
間
で
、
こ
の
内
部
質
保
証
に
何

ら
か
の
問
題
点
（
努
力
課
題
ま
た
は
改
善
勧
告
）
を
指
摘
さ
れ
た

大
学
は
、
受
審
大
学
の
約
３
割
強
に
及
ん
だ
。
指
摘
さ
れ
た
内
容

の
多
く
は
、各
学
部・

研
究
科
の
自
己
点
検・

評
価
は
実
施
さ
れ
て

工
藤 

潤
●
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
事
務
局
長
兼
大
学
評
価・

研
究
部
長

第
３
期
認
証
評
価
に
お
け
る
大
学
評
価
に
つ
い
て

―
大
学
基
準
協
会
が
目
指
す
内
部
質
保
証

―
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い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、大
学
全
体
と
し
て
組
織
的
、客
観
的
か
つ
定
期
的
に
自
己
点
検・

評
価
を
行
っ
て
、
そ
の
結
果
を
改
善
に
結
び
つ
け
る
と
い
っ
た
内

部
質
保
証
の
体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
様
に
、
第
２
期
認
証
評
価
か
ら
重
視
し
た
三
つ
の
方

針
（
学
位
授
与
方
針
、
教
育
課
程
の
編
成・

実
施
方
針
、
学
生
の

受
け
入
れ
方
針
）
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
学
位
授
与
方

針
に
学
習
成
果
の
明
示
が
無
い
、
ま
た
は
不
十
分
と
し
て
問
題
点

（
努
力
課
題
）
を
指
摘
さ
れ
た
大
学
が
、
受
審
大
学
の
半
数
を
超
え

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
認
証
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
協
会
は
第
３
期
認

証
評
価
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
評
価
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
部
質
保
証
の
起
点
と
な
る
三

つ
の
方
針
を
一
体
的
に
明
確
化
し
、
こ
う
し
た
方
針
に
則
し
た
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
系
的
に
構
築
す
る
こ
と
が
内
部
質
保
証
の
基

盤
と
な
る
こ
と
、
こ
う
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
切
に
管
理・

運
用
し
、
学
生
の
学
習
成
果
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
、
内
部
質

保
証
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
理
解
に
立
っ
て
評
価
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
３
期
認
証
評
価
で
は
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
は
全
学
的
に

誰
が
（
ど
の
組
織
が
）
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
る
か
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
恒
常

的・

継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
学
内
に
定
着
し
て
い
る
か
な
ど
、

内
部
質
保
証
の
実
質
化
を
よ
り
一
層
重
視
す
る
評
価
へ
踏
み
出
す

こ
と
と
な
っ
た
。

２　
本
協
会
が
実
施
す
る
第
３
期
認
証
評
価
の
概
要

⑴
　
大
学
基
準
の
主
な
変
更
点

　

内
部
質
保
証
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
、

三
つ
の
方
針
の
一
体
的
策
定
の
必
要
性
と
同
方
針
が
内
部
質
保
証

に
お
い
て
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

本
協
会
基
準
委
員
会
に
お
い
て
大
学
基
準
の
構
成
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
そ
の
構
成
図
は
、
図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

次
に
、
大
学
基
準
の
主
な
改
定
箇
所
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

１
点
目
は
、
基
準
２
の
「
内
部
質
保
証
」
で
あ
る
。
こ
の
構
成

図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
内
部
質
保
証
を
基
準
の
２
番
目
に
位
置

付
け
て
そ
の
重
要
性
を
よ
り
強
調
し
、
内
部
質
保
証
の
対
象
範
囲

を
「
教
育
研
究
組
織
」「
教
育
課
程・

学
習
成
果
」「
学
生
の
受
け

入
れ
」「
教
員・

教
員
組
織
」「
学
生
支
援
」「
教
育
研
究
等
環
境
」

「
社
会
連
携・

社
会
貢
献
」
と
し
た
。
な
お
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
内
部
質
保
証
に
対
す
る
考
え
方
が
大
学
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
、
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
内
部
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質
保
証
の
具
体
的
あ
り
方
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

２
点
目
は
、
基
準
４
の
「
教
育
課
程・

学
習
成
果
」
で
あ
る
。

現
行
の
大
学
基
準
は
、「
教
育
目
標
、
学
位
授
与
方
針
、
教
育
課
程

の
編
成・

実
施
方
針
」「
教
育
課
程・

教
育
内
容
」「
教
育
方
法
」「
成

果
」
と
４
区
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
新
大
学
基
準
で
は
区
分

を
撤
廃
し
た
。
基
準
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
学
位
授
与
方
針
、

教
育
課
程
の
編
成・

実
施
方
針
の
明
確
化
、
こ
う
し
た
方
針
に
基

づ
く
教
育
課
程
の
体
系
的
編
成
、
効
果
的
教
育
方
法
の
開
発
と
そ

の
実
施
、
学
生
の
学
習
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
適
切
な

単
位
認
定・

学
位
授
与
、学
習
成
果
の
把
握・

評
価
と
そ
の
活
用
な

ど
、
教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
一
連
の
流
れ
を
明
確

に
定
め
た
。
特
に
学
習
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
協
会
が
直
接
的
に

評
価
し
て
そ
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
把
握・

評
価

す
る
第
一
主
体
は
あ
く
ま
で
も
大
学
自
身
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

把
握・

評
価
し
た
結
果
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
い
か
に
連

動
さ
せ
て
い
る
か
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
新
大
学
基
準
に
お
い
て
も
、「
学
修
成
果
」
で
は
な
く
「
学

習
成
果
」
の
文
言
を
使
用
し
た
。
大
学
設
置
基
準
等
の
法
令
で
は
、

基
本
的
に
単
位
に
つ
な
が
る
「
が
く
し
ゅ
う
」
を
「
学
修
」
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
の
習
得
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
単
位
取
得

に
つ
な
が
る
正
課
教
育
の
み
で
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
は
課
外
教
育
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
の
認
識
か
ら
、
幅
広
く
「
が

く
し
ゅ
う
」
を
捉
え
て
「
学
習
成
果
」
の
文
言
を
使
用
し
た
。

　

３
点
目
は
、
基
準
10
の
「
大
学
運
営・

財
務
」
で
あ
る
。
現
行

の
大
学
基
準
で
は
「
管
理
運
営
」
の
文
言
を
用
い
て
い
た
が
、
今

後
は
、
学
長・

学
部
長
な
ど
の
執
行
部
、
教
員
、
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
大
学
の
運
営
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、「
大
学
運
営
」
の
文
言
を
用
い
た
。
基
準
の
具
体
的
内
容
と
し

て
は
、
学
内
構
成
員
の
意
見
を
参
考
に
し
た
学
長
の
判
断
が
可
能

図表１　新大学基準の構造（第３期認証評価基準）
※大学基準協会基準委員会作成　

1  理念・目的

2  内部質保証

3  教育研究組織

教育課程の編成・
実施方針学位授与方針 学生の

受け入れ方針

4  教 育 課 程

10  大学運営・財務

7  学 生 支 援

5  学生の受け入れ4  学 習 成 果

6　教員・教員組織

9  社会連携・社会貢献8  教育研究等環境
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な
体
制
の
構
築
を
前
提
と
し
た
大
学
運
営
方
針
の
策
定
、
教
学
組

織
と
法
人
組
織
の
権
限
と
責
任
の
明
確
化
、
両
組
織
の
適
切
な
連

携
体
制
の
構
築
、
明
文
化
さ
れ
た
規
程
に
従
っ
た
意
思
決
定
お
よ

び
権
限
執
行
、
学
長
な
ど
の
役
職
者
の
権
限
お
よ
び
責
任
な
ら
び

に
適
切
な
任
免
の
必
要
性
な
ど
を
定
め
た
。
ま
た
、
大
学
業
務
の

円
滑
か
つ
効
果
的
実
施
の
た
め
の
適
切
な
事
務
組
織
の
設
置
と
そ

の
機
能
化
、
学
生
支
援
に
深
い
理
解
を
有
す
る
職
員
お
よ
び
専
門

的
な
知
識・

技
能
を
有
す
る
職
員
の
育
成
や
配
置
、
教
員
と
職
員

の
協
働
に
よ
る
大
学
運
営
、
組
織
的
な
ス
タ
ッ
フ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
活
動
を
通
じ
た
教
職
員
の
大
学
運
営
に
必
要
な
資
質
向

上
の
必
要
性
な
ど
を
定
め
た
。

⑵
　
点
検・

評
価
項
目
の
特
徴

　

新
大
学
基
準
に
基
づ
く
点
検・

評
価
項
目
の
特
徴
の
一
つ
は
、

当
該
基
準
に
か
か
る
点
検・

評
価
項
目
が
、「
方
針
の
設
定
→
方
針

に
基
づ
く
仕
組
み
の
整
備
→
方
針
に
基
づ
く
活
動
→
活
動
の
適
切

性
の
検
証
」
と
い
う
流
れ
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

例
え
ば
基
準
７
の
「
学
生
支
援
」
の
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
に
点

検・

評
価
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

①�　

学
生
が
学
習
に
専
念
し
、
安
定
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
学
生
支
援
に
関
す
る
大
学
と
し
て
の
方
針
を

明
示
し
て
い
る
か
。

②�　

学
生
支
援
に
関
す
る
大
学
と
し
て
の
方
針
に
基
づ
き
、
学
生

支
援
の
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
学
生
支
援
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

③�　

学
生
支
援
の
適
切
性
に
つ
い
て
定
期
的
に
点
検・

評
価
を
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
改
善・

向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
第
２
期
で
は
、
各
点
検・

評
価
項
目
を
ど
の
よ
う
な
視

点
か
ら
評
価
す
る
べ
き
か
、
そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
「
評
価
の
視

点
」
を
参
考
ま
で
に
付
し
て
い
た
が
、
第
３
期
で
は
、
そ
の
評
価

の
視
点
は
、
大
学
基
準
の
解
説
を
踏
ま
え
て
当
該
大
学
に
見
合
っ

た
「
評
価
の
視
点
」
を
独
自
に
導
き
出
す
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

と
は
い
え
、
大
学
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
「
評
価
の
視
点
（
参

考
例
）」
も
示
す
こ
と
と
し
た
。

３　
内
部
質
保
証
の
重
視

　

次
に
、
新
大
学
基
準
か
ら
、
第
３
期
で
求
め
る
内
部
質
保
証
の

あ
り
方
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
１
点
目
は
内
部
質
保
証
の
定
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大

学
基
準
上
、
内
部
質
保
証
に
つ
い
て
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
な

ど
を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
の
向
上
を
図
り
、
教
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育・
学
習
な
ど
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
こ
と
を
大
学
自
ら
の
責
任

で
説
明・

証
明
し
て
い
く
学
内
の
恒
常
的・

継
続
的
プ
ロ
セ
ス
」

と
定
義
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
①
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
質
の

向
上
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
②
大
学
自
ら
の
責
任
で
教
育・

学
習
等
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
こ
と
を
学
内
外
に
証
明
す
る
こ
と

（
質
保
証
）
③
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
単
に
認
証
評
価
対
応
と
し

て
で
は
な
く
、
継
続
的・
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

―
で
あ
る
。

　

２
点
目
は
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ま
ず
、
内
部
質
保
証
の
推
進
に
責
任
を
負
う
全
学
的
組
織
（
全
学

内
部
質
保
証
推
進
組
織
）
の
整
備
お
よ
び
内
部
質
保
証
の
た
め
の

全
学
的
な
方
針
と
手
続
の
策
定
を
求
め
た
。
全
学
内
部
質
保
証
推

進
組
織
の
役
割
と
し
て
は
、
各
学
部・

研
究
科
な
ど
に
お
い
て
、

授
与
す
る
学
位
ご
と
の
学
位
授
与
方
針
、
教
育
課
程
の
編
成・

実

施
方
針
お
よ
び
学
生
の
受
け
入
れ
方
針
の
策
定
、
こ
れ
ら
方
針
に

基
づ
く
教
育・

学
習
活
動
、
そ
の
活
動
の
検
証
、
検
証
結
果
を
踏

ま
え
た
改
善・

改
革
と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）

が
適
切
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
運
営
な
ど
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
運
営
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
歴
史
、
規

模
、
分
野
な
ど
の
特
性
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
つ
の
方
針
を
設
定
し
、
そ
の
方
針

図表２　内部質保証の仕組み（例）
　　　　　　　　　　　　※筆者作成

検証結果を踏まえた
改善・改革と情報公開

・自己点検・評価結果や学外者による検証結果
などを踏まえた改善計画の策定とその実施

・全学内部質保証推進組織に対する改善の進捗
状況の報告

・年次報告書の公表　など

3ポリシーの設定とそれに基づく
学位プログラムの体系化

・３ポリシーの設定　　・学習成果の明確化
・学習成果を修得させるための体系的カリキュ

ラム編成
・効果的教授法の開発
・厳格な成績評価の確立　など

教育活動の検証
・学部・研究科単位での自己点検・評価

DP、CP、APの適切性、CPに基づくカリキュラ
ム編成とその体系性、教育方法の適切性、学修成
果の把握・評価、学修支援の適切性、教員組織の
適切性、入学者の受入れの適切性などが対象

・学外者による学位プログラムの検証（プログ
ラム・レビュー）の実施　など

ポリシーに則した教育活動
・学位プログラムを修得するに相応しい入学者

の確保
・シラバスの作成　・学生の学習の活性化
・FDの実施　　　   ・効果的な教育方法の展開
・厳格かつ適正な成績評価と単位認定　など

３つの方針に基づく教育活動、
その検証及び改善・改革の一
連のプロセスが適切に展開す
るよう運営

大学全体の取組状況を常に把
握しながら、部局に対して必
要な指示を与え調整を図るな
ど、学内の取組を促進させる

全学内部質保証推進組織

運営・支援

学部、研究科その他の組織

1022017.1　大学時報



に
基
づ
い
て
教
育
を
実
施
す
る
主
体
は
学
部・

研
究
科
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
全
学
内
部
質
保
証
推
進
組
織
は
、
学
部・

研
究

科
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
学
部・

研
究
科
が
大
学
の
理
念・

目
的
に
則
し
た
教
育
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
全
学
内
部
質
保
証
推
進
組
織
を
新
た
に
設
置
す
る

か
、
既
存
の
組
織
に
全
学
的
な
内
部
質
保
証
機
能
を
持
た
せ
る
か

は
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
部
質
保
証
の
全
学
的
方
針・

手
続
と
し
て
、
内
部
質

保
証
に
関
す
る
大
学
の
基
本
的
な
考
え
方
、
全
学
内
部
質
保
証
推

進
組
織
の
権
限
と
役
割
、
全
学
内
部
質
保
証
推
進
組
織
と
学
部
、

研
究
科
そ
の
他
の
組
織
と
の
役
割
分
担
、
教
育
の
企
画・

設
計
、

運
用
、
検
証
お
よ
び
改
善・

改
革
の
た
め
の
全
学
的
指
針
な
ど
を

定
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

３
点
目
は
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
教
育
活
動
の
有
効

性
の
検
証
に
つ
い
て
で
あ
る
。
学
部・

研
究
科
は
、
定
期
的
に
自

ら
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
検
証
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム・

レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、

学
部・

研
究
科
の
「
理
念・

目
的
」「
教
育
課
程・

学
習
成
果
」

「
教
員・

教
員
組
織
」「
学
生
の
受
け
入
れ
」
な
ど
に
つ
い
て
定
期

的
に
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
単
に
学
内
関
係
者
の

み
が
検
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
客
観
性・

妥
当
性
を
高
め
る
た
め

に
学
外
関
係
者
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

学
内
の
検
証
委
員
会
に
学
外
者
を
入
れ
る
こ
と
、
検
証
結
果
に
対

す
る
外
部
評
価
を
導
入
す
る
こ
と
、
他
大
学
の
同
一
分
野
と
相
互

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
う
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム・

レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
、
明
確
な
行
動
計
画
を
伴
っ

た
教
育
の
改
善・

改
革
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
、
全
学
内
部
質
保
証
推
進
組
織
は
、
認
証
評
価
の
実
施

時
期
を
に
ら
ん
で
、
ど
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ど
の
分
野
か
ら

実
施
し
て
い
く
か
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
大
学
全
体
の
取
り
組

み
状
況
を
常
に
把
握
し
て
学
部・

研
究
科
に
必
要
な
指
示
を
与
え

調
整
を
図
る
な
ど
、
学
内
の
取
り
組
み
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム・

レ
ビ
ュ
ー
は
、
自
ら
の
教
育
の
質
の

向
上
、
質
の
保
証
の
観
点
か
ら
も
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
重

要
な
要
素
と
な
る
。

　

４
点
目
は
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
自
体
の
定
期
的
検
証
に
つ

い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
学
内
部
質
保
証
推
進
組
織
は
、
各

学
部・

研
究
科
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
機
能
す
る
よ
う
適
切
な

支
援・
運
営
が
行
わ
れ
た
か
、
そ
の
支
援・

運
営
は
一
定
の
効
果

を
発
揮
し
た
か
、
あ
る
い
は
改
善
す
べ
き
点
は
何
か
な
ど
に
つ
い

て
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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４�　
第
３
期
認
証
評
価
に
お
け
る
自
己
点
検・�

評
価
の
実
施
方
法

　

第
２
期
の
認
証
評
価
で
は
、「
理
念・

目
的
」「
教
育
内
容・

方

法・

成
果
」「
教
員
組
織
」「
学
生
の
受
け
入
れ
」
な
ど
に
つ
い
て
、

各
学
部・

研
究
科
単
位
で
の
自
己
点
検・

評
価
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
書
に
記
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
学
部・

研
究
科
単
位
で
実
施
し
た
こ
れ
ら
の
項
目
の
自
己
点
検・

評
価
結

果
を
寄
せ
集
め
て
、
そ
れ
を
一
つ
の
報
告
書
に
し
て
本
協
会
に
提

出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

第
３
期
認
証
評
価
か
ら
、
本
協
会
は
、
全
学
的
観
点
か
ら
の
自

己
点
検・

評
価
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
各
学
部・

研
究
科
の
自
己
点
検・

評
価
（
プ
ロ
グ
ラ
ム・

レ
ビ
ュ
ー
）
の
実

施
を
前
提
に
、
教
育
活
動
が
十
全
に
実
施
さ
れ
、
一
定
の
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
大
学
（
執
行
部
）
が
評
価
し
、
こ
れ

を
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
て
本
協
会
に
提
出
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
本
協
会
と
し
て
は
、
大
学
（
執
行
部
）
が
学
部・

研
究
科

の
教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
改
善
に
関
与
し

て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
全
学
的

な
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
営
み
を
、
大
学
（
執
行
部
）
の
自
己

点
検・

評
価
結
果
か
ら
検
証
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

図表３　大学基準協会が求める第３期認証評価時の自己点検・評価プロセス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※筆者作成

全学
自己点検・評価
報告書

（理念・目的、
教育課程・成果、
学生の受け入れ、
教員・教員組織、

など）

Ｃ学部・Ｃ研究科自
己点検・評価報告書

（理念・目的、
教育内容・方法・成果、
学生の受け入れ、教
員・教員組織、など）

Ｂ学部・Ｂ研究科自
己点検・評価報告書

（理念・目的、
教育内容・方法・成果、
学生の受け入れ、教
員・教員組織、）

Ａ学部・Ａ研究科自
己点検・評価報告書

（理念・目的、
教育内容・方法・成果、
学生の受け入れ、教
員・教員組織、など）

大学（執行部）による
自己点検・評価活動

（理念・目的、
教育課程・成果、
学生の受け入れ、

教員・教員組織、など）

全学
自己点検・評価
報告書

（理念・目的、
内部質保証、
教育研究組織、
学生支援、

教育研究等環境、
社会連携・社会貢献、
大学運営・財務）

全学
自己点検・評価
報告書

（理念・目的、
内部質保証、
教育研究組織、
教育課程・成果、
学生の受け入れ、
教員・教員組織、
学生支援、

教育研究等環境、
社会連携・社会貢献、
大学運営・財務）

Ｃ学部・Ｃ研究科
自己点検・評価活動

（理念・目的、
教育課程・成果、学生の受
け入れ、教員・教員組織、

など）

Ｂ学部・Ｂ研究科
自己点検・評価活動

（理念・目的、
教育課程・成果、学生の受
け入れ、教員・教員組織、

など）

Ａ学部・Ａ研究科
自己点検・評価活動

（理念・目的、
教育課程・成果、学生の受
け入れ、教員・教員組織、

など）

大
学
（
執
行
部
）

大
学
基
準
協
会
に
提
出

学
部
・
研
究
科

大学（執行部）による
自己点検・評価活動

（理念・目的、
内部質保証、
教育研究組織、
学生支援、

教育研究等環境、
社会連携・社会貢献、
大学運営・財務）
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お
わ
り
に

　

第
３
期
認
証
評
価
か
ら
内
部
質
保
証
を
よ
り
一
層
重
視
す
る
こ

と
と
し
た
が
、内
部
質
保
証
の
究
極
の
目
的
は
、学
生
の
学
び
の
成

長
と
学
生
の
学
習
成
果
の
向
上
に
あ
る
。
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム

は
、
認
証
評
価
を
受
け
る
た
め
に
構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の

目
的
の
実
現
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
生
の
学
習
成
果
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に
、
三
つ
の
方
針
を

明
確
に
定
め
て
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
系
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
意
図
し
た
学
習
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
教

育
課
程
の
編
成
、
教
授
法
の
開
発
と
そ
の
運
用
、
成
績
評
価
と
単

位
認
定
お
よ
び
学
位
授
与
を
全
体
的
に
整
合
さ
せ
て
系
統
化
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

内
部
質
保
証
は
、
自
己
点
検・

評
価
と
同
義
に
捉
え
ら
れ
る
傾

向
に
あ
る
が
、
実
は
こ
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画・

設
計
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。
三
つ
の
方
針
が
内
部
質
保
証
の
起
点
と
い
わ
れ

る
ゆ
え
ん
は
こ
の
点
に
あ
る
。
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画・

設
計
、

運
用・

管
理
、
検
証
お
よ
び
改
善・

改
革
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
内
部
質
保
証
と
捉
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

教
職
員
の
目
指
す
「
学
生
の
学
び
の
成
長
」
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
も
、
内
部
質
保
証
の
実
質
化
に
向
け
て
、
今
こ
そ
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
参
考
文
献

『
大
学
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度
評
価
者

用・

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
申
請
大
学
用
』
大
学
基
準
協
会
、

２
０
１
２・

４

『
内
部
質
保
証
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
大
学
基
準
協
会
、
２
０
１
５・

７

大
森
不
二
雄
「
大
学
の
教
職
員
に
対
す
る
提
言
～
「
内
部
質
保
証
」

を
ど
う
捉
え
、
ど
う
取
り
組
む
か
～
」（
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
）、
２
０
１
５・

10

「『
卒
業
認
定・

学
位
授
与
の
方
針
』（
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ
リ
シ
ー
），

『
教
育
課
程
編
成・

実
施
の
方
針
』（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

ポ
リ
シ
ー
）

及
び
『
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
』（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ
シ
ー
）

の
策
定
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
大
学
教
育
部
会
、
２
０
１
６・

３

「
第
３
期
認
証
評
価
に
お
け
る
大
学
評
価
の
実
施
ガ
イ
ド
」
大
学
基

準
協
会
、
２
０
１
６・

10
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本
年
度
第
２
回
の
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
６
年
10

月
１
日
、
仙
台・

東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
90

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
政
治
な

き
教
養
は
空
虚
で
あ
り
、
教
養
な
き
政
治
は
盲
目
で
あ
る
」。
参
政

権
年
齢
が
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
初
の
国
政
選
挙
が

行
わ
れ
た
い
ま
、
大
学
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
「
主
権
者
教
育
」

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
な
の
か
。
当
日
は
、
松
本

宣
郎
氏
（
学
校
法
人
東
北
学
院
理
事
長
、
東
北
学
院
大
学
学
長
）

の
挨
拶
に
続
き
、
外
交
史
、
政
治
学
、
憲
法
学
、
各
分
野
の
講
師

３
名
が
、
意
見
発
表
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
政
治
的
教
養
の
本
質
と
そ
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
た
。

●
意
見
発
表
１

「
ア
メ
リ
カ
に
見
る
政
治
家
の
資
質
」

�

村
田 

晃
嗣
氏
（
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
）

　

外
交
史
、
安
全
保
障
政
策
論
が
専
門
の
村
田
晃
嗣
氏
は
、
冒
頭

で
、
大
統
領
の
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
の
政
治
家
に
必
要
な
資
質
と

し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
高
さ
、
リ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
再

現
力
）
の
高
さ
、
あ
る
種
の
潔
癖
さ
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、
以

下
の
よ
う
な
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①　

大
統
領
選
挙
に
お
い
て
ド
ナ
ル
ド・

ト
ラ
ン
プ
が
頭
角
を
現

し
た
背
景
に
は
、
社
会
が
多
様
化・

分
断
化
さ
れ
、
横
に
拡
散

し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
か
つ
て
政
治
の
中
心
に
い
た
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｐ
（W

hite A
nglo-Saxon Protestant

）
の
男
性
が
立
場
を

失
い
、
そ
の
不
安
感
や
焦
り
を
衝
い
て
出
て
き
た
。
ま
た
、
米

国
社
会
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
が
急
増
し
、
新
た
な
カ
ト
リ
ッ

鈴
木 

正
也
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
愛
知
大
学
総
務・

企
画
部
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６ 

─
「
政
治
な
き
教
養
は
空
虚
で
あ
り
、

　
　
　
教
養
な
き
政
治
は
盲
目
で
あ
る
」
総
括
（
仙
台
会
場
）
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ク
と
、
も
と
も
と
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
出
し
た
。
加
え
て
、Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
中
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（Lesbian, 

Gay, Bisexual, T
ransgender

）
が
台
頭
。
人
種
、
宗
教
に
加

え
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
ど
、
横
方
向
の
社
会
の
多
元
化
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
一
方
、
弁
護
士
で
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

デ
ィ
ー
の
ヒ
ラ
リ
ー・
ク
リ
ン
ト
ン
が
登
場
し
た
よ
う
に
、
縦

に
広
が
る
貧
富
の
格
差
も
加
速
し
て
い
る
。
こ
の
縦
と
横
に
広

が
る
社
会
の
拡
散
が
米
国
の
政
治
を
難
し
く
し
て
い
る
。

②　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
渡
辺
一
夫
の
言
葉
に
、「
寛
容
は
自
ら
を

守
る
た
め
に
不
寛
容
に
対
し
て
不
寛
容
に
な
る
べ
き
か
」
と
い

う
問
い
が
あ
る
。
い
ま
、
米
国
社
会
で
は
異
な
る
人
種
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
宗
教
、
政
治
的
見
解
に
対
し
て
非
常
に
不
寛
容
が
強

く
な
り
、
寛
容
が
不
寛
容
と
向
き
合
う
時
、
し
ば
し
ば
寛
容
が

敗
れ
、
混
乱
や
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
説
得
と
自
己

反
省
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
常
に
不
寛
容
に
対
し
て
寛
容
で
あ

る
べ
き
と
い
う
の
が
渡
辺
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
国
だ

け
で
な
く
、
多
様
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

●
意
見
発
表
２

「
現
代
日
本
政
治
に
と
っ
て
の
教
養
」

�

渡
部 

純
氏
（
明
治
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）

　

地
元・

仙
台
出
身
の
渡
部
純
氏
は
、
政
治
学
の
視
点
か
ら
、
以

下
の
よ
う
な
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①　

教
養
と
は
、
も
と
も
と
統
治・

政
治
に
関
わ
る
者
、
統
治
エ

リ
ー
ト
の
た
め
の
知
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
が
考
察
の
出
発
点

で
あ
る
。
そ
の
特
性
は
、
広
範
な
知
識
に
基
づ
く
類
推
と
、
身

体
と
の
強
い
結
び
つ
き
と
い
う
２
点
で
あ
る
。

②　

統
治
エ
リ
ー
ト
は
、
日
々
、
未
知
の
事
態
に
晒
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
は
専
門
に
特
化
し
た
能
力
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。

重
要
な
局
面
で
は
、
多
様
な
知
識
を
用
い
て
新
奇
な
事
態
の
位

置
付
け
を
行
う
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
に
有
効
な
の

が
、
未
知
の
事
態
全
体
を
俯
瞰
し
て
捉
え
る
類
推
の
能
力
で
あ

る
。
た
だ
、
類
推
は
往
々
に
し
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
把
握
に

陥
り
や
す
い
た
め
、
そ
れ
を
防
ぐ
意
味
で
も
広
範
な
知
識
に
基

づ
く
思
考
能
力
が
必
須
と
な
る
。
そ
れ
が
教
養
の
第
一
の
特
性

で
あ
る
。

③　

統
治
は
政
治
権
力
に
支
え
ら
れ
、
政
治
権
力
は
そ
の
共
同
体

に
お
け
る
正
統
な
物
理
的
暴
力
行
為
を
認
定
す
る
権
限
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
。
統
治
に
関
わ
る
者
は
、
常
に
暴
力
発
動
の
潜

在
的
機
会
の
上
に
い
る
た
め
、
恣
意
的
な
暴
力
行
使
と
正
当
な

暴
力
行
使
の
分
別
が
委
ね
ら
れ
る
。
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人
間
に
と
っ
て
暴
力
の
最
小
単
位
は
身
体
で
あ
り
、
自
ら
の

身
体
の
中
に
生
じ
る
暴
力
へ
の
契
機
、
衝
動
や
動
揺
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
と
一
個
の
暴
力
装
置
に
転
化
す
る
。
そ

の
時
に
、
暴
力
発
現
の
可
能
性
を
抑
制
し
馴
致
し
得
た
者
だ
け

が
示
せ
る
振
る
舞
い
が
「
品
位
」。
教
養
は
修
練
を
通
し
て
身
体

に
基
礎
付
け
て
習
得
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
認
識
、
そ
し

て
身
体
に
基
礎
付
け
を
持
た
な
い
知
は
教
養
た
り
得
ず
、
品
位

を
生
ま
な
い
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
教
養
の
第
二
の

特
性
で
あ
る
。

④　

現
代
の
民
主
主
義
制
度
の
下
で
は
、
統
治
や
政
治
へ
の
関
与

は
特
定
の
社
会
階
層
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
21
世
紀
の

日
本
社
会
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
教
養
が
適
切
に
涵
養
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

●
意
見
発
表
３

「
主
権
者
と
は
何
か
？
」

�

小
泉 

良
幸
氏
（
関
西
大
学
法
学
部
教
授
）

　

今
秋
、
関
西
大
学
法
学
部
長
に
就
任
し
た
小
泉
良
幸
氏
は
、
憲

法
学
の
視
点
か
ら
以
下
の
よ
う
な
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①　

２
０
１
５
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
お
よ
び
文
部
科
学
省
の
通

知
に
よ
り
、
18
歳
選
挙
権
導
入
が
確
定
し
、「
主
権
者
教
育
」
の

重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
権
者
が
国
を
つ
く
り
、

憲
法
を
形
成
し
、
そ
の
あ
と
で
法
律
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
国
の
主
導
で
行
わ
れ
る
主
権
者
教
育
に
は
違
和
感
を

覚
え
る
。

②　

日
本
で
初
め
て
「
主
権
者
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た

の
は
、
１
９
５
０
年
代
の
日
教
組
教
研
集
会
（
国
民
教
育
研
究

所
）
で
あ
る
。
知
識
＋
α
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
教

育
専
門
職
で
あ
る
教
員
の
自
治
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
昨
今
の
文
部
科
学
省
が
掲
げ
る
主

権
者
教
育
は
、
学
習
指
導
要
領
を
通
じ
て
上
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
現
場
に
下
ろ
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

③　

憲
法
学
に
お
け
る
「
主
権
」
に
は
、
国
家
権
力
そ
の
も
の
（
統

治
権
）、
国
家
権
力
の
最
高
独
立
性
、
国
政
に
つ
い
て
の
最
高
権

威・

最
終
決
定
権
（
＝
国
民
主
権
）
の
三
つ
の
用
法
が
あ
る
。

ま
た
、
国
民
主
権
に
お
け
る
「
国
民
」（
主
権
主
体
）
に
は
、
過

去・

現
在・

将
来
の
世
代
を
含
む
「
全
国
民
」
と
、「
有
権
者
」

の
総
体
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
て
、
全
国
民
と
捉
え
る
な

ら
ば
「
主
権
」
発
動
の
場
面
は
限
定
さ
れ
、
国
民
主
権
は
国
政

に
つ
い
て
の
最
高
権
威
の
所
在
を
示
す
正
当
化
原
理
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
有
権
者
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
国
民
主
権
は
政
治
的
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決
定
権
行
使
が
現
実
に
行
え
る
よ
う
な
制
度
や
手
続
き
の
設
営

を
要
請
す
る
組
織
化
原
理
と
な
る
。

④　

主
権
者
教
育
に
求
め
ら
れ
る
「
政
治
的
教
養
」
は
、
教
育
基

本
法
14
条
１
項
に
あ
る
「
公
民
」
教
育
と
い
う
形
で
行
え
ば
十

分
で
は
な
い
か
。
政
治
的
教
養
と
は
、
現
代
民
主
政
治
上
の
各

種
の
制
度
に
つ
い
て
の
知
識
、
現
実
の
政
治
の
理
解
力
お
よ
び

公
正
な
批
判
力
、
民
主
国
家
の
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
道
徳

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、「
主
権
者
教
育
」
の
政
治
的
中
立
は
教
育

基
本
法
14
条
２
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、

「
政
治
的
中
立
性
の
要
求
は
非
政
治
性
の
要
求
」
と
誤
解
さ
れ
て

き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
総
務
省
の
報
告
書
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
高
校
で
の
政
治
教
育
が
可
能
と
な
っ
た
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
村
枝
美
関
西
大
学
法
学
部

教
授
（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
）
を
交
え

て
、
４
人
に
よ
る
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
一
部
の
論
点
と
発
言
者
の
要
旨
を
中
心
に
紹
介

す
る
。

　

①
政
治
的
に
「
成
熟
」
し
た
状
態
と
は
？

―
物
事
を
リ
ア
ル

か
つ
合
理
的
に
判
断
し
、
情
緒
的
な
要
素
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

結
果
責
任
を
取
れ
る
政
治
家
が
い
る
状
態
で
あ
る
（
渡
部
氏
）。
②

「
政
治
的
教
養
」
と
は
何
か
？

―
知
識
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
は
な

く
、
考
え
方
や
行
動
の
規
範
と
か
、
形
に
な
り
難
い
も
の
。
常
に

自
ら
を
相
対
化
す
る
視
点
が
大
切
で
あ
る
（
村
田
氏
）。
③
生
徒
や

学
生
が
民
主
主
義
的
な
教
育
価
値
を
否
定
す
る
見
解
を
示
し
た
時
、

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

―
わ
れ
わ
れ
が
市
民
と
し
て
自
由
で
あ

る
こ
と
の
対
価
と
し
て
払
う
べ
き
義
務
で
、
個
人
と
し
て
の
尊
重

と
い
っ
た
教
育
観
と
は
別
の
次
元
の
問
題
と
理
解
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。（
小
泉
氏
）。
④
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
投
票
行
動
を

ど
う
評
価
す
る
か
？

―
18
、
19
歳
の
投
票
率
の
高
さ
は
予
想
通

り
。
む
し
ろ
、
政
策
決
定
者
が
利
益
誘
導
を
行
い
や
す
い
60
、
70

代
に
対
す
る
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
再
教
育
が
必
要
だ
ろ
う
（
小

泉
氏
）。

　

最
後
に
西
村
氏
は
、「
単
に
18
歳
選
挙
権
を
扱
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
土
台
と
な
る
教
養
的
な
課
題
も
深
掘
り
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
参
議
院
選
挙
終
了
直
後
の
こ
の

時
期
に
開
催
し
た
。
構
造
的
な
問
題
も
含
め
て
、
今
回
出
た
課
題

を
各
自
持
ち
帰
り
、
大
学
は
新
制
度
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ

き
な
の
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
ま
と
め
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
締
め
く
く
っ
た
。
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